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ブ：現状と課題
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デジタル台風：地上気象観測原簿アーカイブ
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/genbo/
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•地上気象観測原簿
の画像4,890,691枚
を閲覧しやすくし
たサイト

• IIIF形式を活用す
ることで、IIIF関
連OSS資産を活用

•基本的な検索機能
を提供

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/genbo/


支援
• ROIS-DS-JOINT (027RP2021), 東日本に凶作をもたらした天候の時
空間構造の文書記録を活用した解析, 研究代表者：増田耕一

• ROIS-DS-JOINT (032RP2020), 古日記天気記録の定量化に関する研
究, 研究代表者：庄建治朗

• JSPS科研費 (JP22H04938), ミレニアム大気再解析プロダクトの創
出, 研究代表者：芳村圭

• JSPS科研費 (JP21H03776), 江戸時代の東北地方における死亡危機
の要因分析システムの構築, 研究代表者：川口洋

• JSPS科研費 (JP20K01152), 江戸時代の日記天候情報による高時空
間分解能の日射量復元, 研究代表者：市野美夏
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https://ds.rois.ac.jp/article/2021_rois-ds-joint_result/
https://ds.rois.ac.jp/article/2020_rois-ds-joint_result/
https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-22H04938/
https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-21H03776/
https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-20K01152/


データ整理の方針
1. 大分類：原簿を6種類に分類
2. 中分類：気象業務支援センターが提供するデータが用
いるフォルダを活用

3. 画像：
•中分類に存在するサブフォルダはすべて展開。
•ファイル名が重複しないようにサブフォルダ文字列を調整。
•中分類フォルダの画像ファイル名をソートし、全体を一つの

IIIFマニフェストとして作成。
4. メタデータ：中分類のみ。個々の画像にはない
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データリストの例
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International Image 
Interoperability 
Framework＝国際的な
画像配信方式

IIIF（トリプルアイエフ）とは？
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Web：HTML
画像：IIIF

第14回CODHセミナー -
IIIF Curation Platform利
活用レシピ100連発
http://codh.rois.ac.jp/se
minar/icp-recipe-
20210218/

http://codh.rois.ac.jp/seminar/icp-recipe-20210218/


IIIF Curation Viewerによる書籍の閲覧
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和書
viewingDirection: 
right-to-left;

日本古典籍データセット
http://codh.rois.ac.jp/pmjt/

『東洋文庫所蔵』貴重書アーカイブ
http://dsr.nii.ac.jp/toyobunko/

洋書
viewingDirection: 

left-to-right;

http://codh.rois.ac.jp/pmjt/
http://dsr.nii.ac.jp/toyobunko/


時系列画像の閲覧
1. 気象衛星「ひまわり」が観測し
た高解像度画像（11,000画素
×11,000画素）を表示。

2. 「前」「次」は「ページ」では
なく「時間」になる。カレン
ダーからも日付選択可能。

3. 現在のIIIFの枠組みでは適切に
扱えないため、Timeline APIと
Cursor APIを独自に拡張。
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デジタル台風：気象衛星「ひまわり」ビューア
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/himawari-3g/clipping/

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/himawari-3g/clipping/


気象原簿の閲覧
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課題1：画像回転
1. 画像の向きを揃えてデ
ジタル化していないた
め、向きがバラバラで
読みづらい

2. IIIF Curation Viewerは、
画像回転ができないと
いう大きな制約あり

3. 回転するのはサーバ側
かクライアント側か？
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課題1：解決方法
1. サーバ側回転：手動でマーク＝手動のチェックは大変
すぎる

2. サーバ側回転：機械学習などで自動検出＝教師データ
の準備が必要

3. サーバ側回転： OCR結果を参考に自動検出＝縦書きと
横書きが混在する画像はどうする？

4. クライアント側回転：回転可能なIIIFビューア
（Mirador, Universal Viewer等）を活用＝事前準備不要
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課題2：画像メタデータ
1. メタデータは中分類の
み「気象月表札幌～高
知 1887～1887」

2. 個別の画像について、
いつの、どの地点の、
どんな変数があるのか、
全くわからない

3. 画像メタデータがあれ
ば、検索も可能になる
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課題2：解決方法
1. IIIF Curation Viewerのキュレーション機能を用いて、個
別の画像にメタデータを付けていく

2. NDL OCRなどを用いてテキストを抽出するか、手書き
文字用のOCRを新規に開発する

3. 作成済みのデータをインデックスに用いることで、
徐々に検索可能な範囲を広げていく

4. 画像特徴などを用いて機械学習による自動分類を行い、
仮のメタデータを付与していく
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NDL OCR
https://lab.ndl.go.jp/data_set/ocr/r3_software/

1. 近代の活字を認識でき
る、オープンソースの
OCR

2. 性能は高ければ90%以
上に達するが、手書き
文字は学習していない
ため、観測値の読み取
りはできない

3. 処理負荷が高いため、
全数OCRは困難
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https://lab.ndl.go.jp/data_set/ocr/r3_software/


IIIF Curation Viewer
http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/
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CODH開発

1. ‘■’ の「切り取り」ボタ
ン→ 四角領域を指定

2. ‘☆’ の「お気に入り」ボ
タン→ 欲しい画像を収集

1

2

http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/


メタデータ

2023/1/27 歴史ビッグデータ研究会 16



コレクションとメタデータ
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メタデータによるファセット検索
http://codh.rois.ac.jp/face/iiif-curation-finder/
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個々の画像にメタデータを付
与すると、メタデータの値ご
とに画像を検索できる

http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-finder/


課題3：画像とデータのリンク

1. IIIF Curation ViewerのCanvas Link機能を用いることで、
データから画像をリンクすることは可能

2. 画像からデータをリンクするには別の方法が必要
2023/1/27 歴史ビッグデータ研究会 19



課題4：気象アーカイブとのリンク
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/weather-chart/

1. 天気図（1883-）と気象原簿
（1878-）は、ほぼ同時期に始
まっている

2. 両者をリンクすることで、マク
ロな総観気象とミクロな観測値
とを比較できる

3. 個別画像にメタデータを付与す
る、またはデータ公開サイトを
作るといった方法がある

2023/1/27 歴史ビッグデータ研究会 20

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/weather-chart/


まとめ
1. 地上気象観測原簿アーカイブの構築方法と現状を紹介
した

2. 回転やメタデータなどの課題解決には、IIIF技術をど
う活用するかという視点が不可欠

3. OCRや機械学習を活用する余地もあるが、効果が明確
に見通せず、着手する価値があるか不透明

4. 活用の拡大には、個別画像のメタデータ付与、機械可
読化したデータの公開サイトが課題ではないか？
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